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要旨  

症例は 49 歳女性 . 入院 72 日前に左卵管癌に対してペグリポ

ソーム化ドキソルビシン  (pegylated liposomal doxorubicin: 

PLD)を 初 回 投 与 し た が ,  労 作 時 呼 吸 困 難 ,  咳 嗽 を 自 覚 し た た

め精査目的に当院に入院となった . 胸部 CT で両肺野にびまん性

のすりガラス陰影を認めた . PLD の中止とステロイドの開始に

より , 呼 吸状 態 , 画像所 見と もに 改善 し , 同薬 剤 によ る薬剤

性肺障害と診断した . 
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